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「道路ネットワーク維持管理支援サービス」の実証について 

～橋梁、道路の維持管理を効率化する支援サービスの実用化を目指して岐阜県にて検証～ 
 

国立大学法人岐阜大学（学長：森 秀樹、以下 岐阜大学）および富士通株式会社（本社：東京都港区、代表

取締役社長：山本正已、以下、富士通）は、橋梁や道路の効率的管理と、安全安心な道路ネットワークの維持・

管理を支援する「道路ネットワーク維持管理支援サービス」の実用化に向けた実証を本日より開始します。  

 

【実証の目的】 

  都道府県や市町村などの各自治体において、道路や橋梁などの社会基盤を適切に維持・管理していくことは、

住民生活の利便性向上だけでなく、防災･減災の面からも、住民が安全安心な生活を送るために欠かせない取

り組みです。一方で、公共事業へかけられるコストは限られており、効率よく適切に、社会基盤を維持管理して

いく仕組みが、今後、ますます重要になります。 

 

今回、岐阜大学と富士通は、岐阜県の協力のもと、橋梁や道路の損傷状況を効率よく把握し、自治体の統合

的な維持管理業務を支援する「道路ネットワーク維持管理支援サービス」の実用化に向けた実証を行います。 

岐阜大学は、橋梁や道路の損傷状況の分析など、専門家による多角的な研究能力と学術資源、人的資源を

提供します。富士通は、装置から情報収集、登録、分析支援技術の提供などサービス環境の提供を行います。 

 

両者は、標準化されたサービス利用による公共事業のコスト縮減やサービスの有効性などについて検証し、

地域社会の要請や課題の解決に貢献することを目指してまいります。 

 

【実証の概要】 

1．期 間 ： 2012 年 1 月 17 日～2012 年 3 月 31 日 （予定） 

  2．対象地域 ： 岐阜県内 都市部、山間部の一部 （予定） 

  3．内 容 ： 

「道路ネットワーク維持管理支援サービス」の実用化に向けて、そのサービスを構成する富士通の橋梁

点検支援システム(注 1)で収集する各種情報や、自動車に搭載したデジタルタコグラフから抽出する位置、

速度、揺れなどの情報、ドライブレコーダーから抽出する画像情報などを収集し、損傷情報の分析、補修必

要箇所の特定、予測精度向上などの実証を行います(点検支援サービス)。また、それらの結果から、道路

ネットワークのより効率的な維持管理計画の策定支援を行い、その有効性、利便性、網羅性について検証

を行います(維持管理支援サービス)。 

なお、富士通は今回の実証に先駆けて、本サービスに関わる特許を 2011 年に出願済みです。 

 

道路ネットワーク維持管理支援サービスの概要 



 

【今後の展開】 

   両者は本実証の結果を受け、地域における新たなビジネスの創造や雇用創出の可能性を検討するととも

に、「道路ネットワーク維持管理支援サービス」の事業化を目指します。 

 
【注釈】 

(注1) 富士通の橋梁点検支援システム：富士通が提供する橋梁点検ソリューション「SuperCALS(スーパーキ

ャルス) 橋梁点検支援」(http://jp.fujitsu.com/solutions/localgovernment/solutions/supercals/kyoryo 

tenken/)。クラウド・コンピューティング技術とハイビジョン映像を活用した時間や地理的制約のない橋

梁点検の業務支援ソリューション。 

 
＜お問い合わせ先＞ 

国立大学法人岐阜大学 

社会資本アセットマネジメント技術研究センター 

社会基盤補修技術研究室 准教授 村上 茂之 

E-mail： murakami-ciam@gifu-u.ac.jp 

URL： http://www1.gifu-u.ac.jp/~ciam/ 

 

富士通株式会社 

新規ビジネス開発本部 

TEL：03-6252-2360（9 時～17 時 土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く） 

E-mail： nbiz-press@ml.css.fujitsu.com 

 
以 上 

 
 

プレスリリースに記載された製品の仕様、サービス内容、お問い合わせ先などは、発表日現在のものです。その後予告なしに変更される

ことがあります。あらかじめご了承ください。 


